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省エネ措置の内容等の特徴

（本プロジェクトの内容）
多世帯同居対応省CO2健康住宅改修プロジェクトとは･･･

CO2排出量増加傾向既存住宅の省CO2改修を基準化
＋

蒸暑地の地域特性や災害時の継続性を考えた工夫

＋
暮らす人の健康維持を大切に考えた工夫

＋
さらに他分野との連携によるCO2排出量を少なくする努力

高齢化の進行や人口、世帯数の減少が見込まれる中、
住宅改修等の既存ストックについては、計画的な長寿命化、
安全対策の改善も同時に進めながら有効活用を図りつつ、
世帯同士が安心で快適な生活を送ることができるよう

良質なストックの形成を図ることをめざす。
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性能及び実施するメニュー

（省CO2改修を基準化）
複数技術の最適な組合せによる省CO2改修

★遮熱システム★で環境にやさしい居住

地域の気象･風土に似合うパッシブ設計改修

★省エネ性能の高い住宅★がベース
2018/08（夏）

熱線を反射し外
壁からの輻射熱
を遮断。躯体温
度を低く抑え体
感温度を低下。

冷たい外気を反
射し暖房の輻射
熱を室内に戻す
ことで体感温度
を上昇させる。

★日射調整★で環境にやさしい居住
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性能及び実施するメニュー 多世帯同居対応を目指した
省CO2健康住宅改修プロジェクト



★節湯★
節湯水栓Ｃ1(水優先)
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性能及び実施するメニュー

★バリアフリー★
１階での生活が可能なように

寝室、キッチン、浴室、脱衣、WCを１階に計画

★足元灯★
照度or人感センサー付

（暮らす人の健康維持）
世帯同居対応で改修を実現する工夫

ココロを健康にする工夫
一緒に住む上でのメリットを
強く意識した住宅プラン設計

★子育て支援、
家事支援の共有スペース★
共有リビングor
ドライルームor
共有クローゼット

カラダを健康にする工夫
生涯安心してイキイキと暮ら
せる安定的な居住を確保する

（冬）★低温状態をつくらない熱環境★を構築
非居室を高断熱化（付加断熱）で保温性アップ
高断熱性能窓、水廻り専用暖房を計画

（夏）★日射調整★でカラダにやさしい居住
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性能及び実施するメニュー

（地域特性や災害時の継続性）
計画的な長寿命化、安全対策の改善

小規模創エネ推奨で
再生可能エネルギー利用
★小規模創エネ★推奨

★省CO2と耐久性を意識したオリジナル取付工法★

｢桜島の降灰｣は不定期で風向きに左右されやすく
多い時は｢火山灰｣が数cm積もることもある。

★長期優良住宅化リフォーム★で耐用年数を長く

★耐震診断★と★耐震改修★で安心安全を強化
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性能及び実施するメニュー

（さらにCO2排出を少なく）
内装木質化の促進と省資源対策

他分野との連携によって
省CO2の取り組みを進める

★木材を内装材★（いずれか）に使用

★EV専用コンセント★
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